
 

 

 № １ 平成 27 年 4 月 1 日(水) 発行 
矢掛高校の活動や地域の様子・ＥＳＤ 
等について発信していきます。 
岡山県立矢掛高等学校長 川上公一  

Earthrise  (地球の出) 

地球から日の出・月の出を見ることができるように、月からは地球の出を見ることができるのです。

1968 年アポロ 8 号は人類初となる有人の月周回飛行を行いました。「地球の出(Earthrise)」とはこ

のミッション中の 12 月 24 日に月の周回軌道上からウィリアム・アンダースが撮影した写真（NASA 

image AS8-14-2383）に与えられた名前です。 

Borman: Oh my God! Look at that picture over there!  
Here's the Earth coming up. Wow, is that 
pretty. 

Anders: Hey, don't take that, it's not scheduled. 
Borman: (laughing) You got a color film, Jim? 
Anders: Hand me that roll of color quick, will you... 
Lovell: Oh man, that's great! 
Anders: Hurry. Quick. 

 

1969 年アメリカ郵政公社

は月を周回したアポロ 8号を

記念した切手を発行しまし

た。「地球の出」の写真を細

部まで描いています。船員

たちがアポロ 8 号の中で読

んだ聖書創世記の「初め

に、神は…」という言葉が添

えられている。 

アースライズは地球を守る活動の象徴です 

矢掛高校は、ユネスコスクールとして「持続発展可能な教育(ESD)」に取り組んでいます。社会の情勢は日々変動

し激動のときを迎えています。地球規模の環境破壊や、エネルギーや水などの資源保全が問題化されている現代で

は、人類が現在の生活レベルを維持しつつ、次世代も含む全ての人々により質の高い生活をもたらすことができる

状態での開発を目指すことが重要な課題となっています。本校が取り組んでいる ESD とは、「持続可能な開発のた

めの教育（Education for Sustainable Development）」の頭文字を取ったものです。 

本校でも、過疎化・少子化が進む中山間部で、学校自体が持続発展可能であることが喫緊の最重要課題となって

います。学校の持続発展が矢掛町だけでなく、小田川流域地域の持続発展を担保するものであるからです。伝統に

甘んじているだけでは持続発展はありません。常に状況を把握分析し、的確に判断し、戦略的に行動することが求

められるのです。自らの考えを持って、新しい社会秩序を作り上げていく、地球的な視野を持つ市民を育成するた

めの教育に期待が寄せられています。 

 ”Think globally, Act locally.” 

地球的な視野を保って地域の活動に参加すること。あるいは地域の地道な活動を通して身につけた手法や能力を

より広い状況の中で発揮できるようになること。それが矢掛高等学校の目指す ESD なのです。 

 今年はいよいよ、ユネスコスクール世界大会が岡山市で開催されます。その成功のために矢掛高校は全力を挙げて

取り組みます。 

2013 年９月から、教職員対象に発行していた校長通信「ロックオン番外編」をリニューアルし「Earth Rise」と

して 2014 年度から発行しています。発行は不定期です。ご意見ご感想などお寄せいただけるとうれしいです。 

岡山県立矢掛高等学校長 川上 公一 


